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生活保護制度を良くする会 

ニュース   
裁判へのご支
援・ご協力を! 
 2017 年 03 月 0９日 １２３号 

 新・人間裁判の第１０回口頭弁論での、吉田弦

一さん（６９才・札幌市北区）の陳述です。 

私は、昭和２３年登別市で３人

兄弟の長兄として生まれました。

小・中・高・就職と２０歳まで地

元で生活していました。 

初めての就職は地元に工場が有

る建築金物製造の仕事でした。３年間そこで働き

札幌に出ました。工場での単調な仕事に区切りを

つけたかった事と、子供の頃から好きだった絵を

描く仕事に携わりたかった事が理由です。 

 ２０歳半ばから３年間夜間の美術専門学校に

通い、卒業後広告代理店にグラフィックデザイナ

ーとして仕事に就きました。２８歳で結婚、３０

歳の時に妻と二人でデザイン事務所を始め、そこ

から場所を変えながらの２５年でした。 

始めてからの１５年位は本当にアナログな世

界で、腕一本、絵筆を駆使する職人の仕事でした。

然し、変わりようないと思っていたそんな世界に

も驚くべき速さでデジタル化の波が襲ってきま

した。業界全体がマッキントッシュのコンピュー

タに席巻され、大手、個人に関わらず、受け入れ

ざるを得ませんでした。 

開設当初、国民金融公庫から最初に３００万円

借り入れ、返しては借入する中で、無理をして設

備投資をし続けましたが、作業がパソコンに切り

替わると同時に制作費がほぼ１／２くらいにな

りました。誰でもソフトさえ理解できれば造れる

ようになったからです。 

ダンピング競争の流れの中、５～６年は必死に

凌いでいましたが、負債もかさみ、最終的に２０

００万円の借財を抱えてしまい、このまま続ける

ことは無理と判断し、家、土地、全て負債にあて

平成１１年に自己破産しました。 

法的には一応の解決はつきましたが、友人、知

人、兄弟等にかけた金銭的、道義的な迷惑はとて

も返しきれず、そのことを申し訳なく思っていま

す。破産後は二度の引越しを経て現在に至ります。

倒産当時、長男は高校に入学する時期であり、親

の劇的な生活状況の変化のために、戸惑わせたこ

と、辛い思いをさせたことを今でも悔いています。  

 その後、私は派遣社員として、妻は調理の仕事

で十数年を凌いできましたが６５歳前後からは

全く働く場所が無くなり、やむなく北区守る会に

相談し、保護手続きの申請をして受ける事が出来

ました。 

私の世帯は３人世帯で、現在の生活費は、妻の

年金１ヶ月３８，４３０円と息子のアルバイト収

入と生活保護費です。当然ながら生活に余裕など

はなく、やりくりは大変です。 

当初は本当に有難い制度だなあと思っていま

した。然し時が経つにつれ私達のような存在を隅

に追いやろうとするような風が吹いている、その

事にも気付きました。世の中の流れが変わる時、

必ず一番先にダメージを受けるのは、体力の乏し

い弱者だという事を私は自身の仕事を通して経

験してきました。そして立ち位置の変わった今、

また同じようにそれを感じています。 

３年間に渡り、生活保護費が削減され、さらに

冬期加算も減らされた状況の中で、節約には限界

がありますが、幸い妻が調理の仕事なので、安い

材料で工夫し、毎日飽きずに食事が出来非常に助

かっています。 

私は酒もたばこもやりませんが、絵を見たり、

材料を買いがてらチカホの散歩が趣味で、妻とよ

く歩きます。もう少し余裕があればと思いながら

映画館やレストランの前を通りますが、そこまで

です。ガラス越しに見える人々の笑顔や楽しそう

に入店して行く人たちを横目に見て、そこから先

へ進めない生活保護の生活に少しいらだちも覚

えます。このような生活が「健康で文化的な生活｣

と言えるのでしょうか。 

私達は権利を当然と大声を上げている訳では

ありません。自分で出来る限りの生きる工夫は

日々努力しています。私はこの裁判を通して、自

分自身の今までの歩みも含め、人間いつどこで何

が起きるのか、何が待っているのか、予測はでき

ない、だから決して対岸の火事ではないんだとい

う事をわかって戴きたく、陳述をさせて頂きまし

た。ありがとうございました。 
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